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＜連絡事項＞
・栄養士不在日の対応について
人員不足により、栄養士が土日不在になる事が多くなります。それに伴い、今週の土曜日（8/17）に栄養士は出勤していますが、試験的に不在の対応をとっていくことになります。栄養のPHS、内線に連絡した場合”厨房に連絡をお願いします”という対応をとることになります。
　8/16の夕に厨房に連絡済みの事項について明記した紙（厨房連絡済み事項）を病棟BOXに配布します。その記載以外の外出泊の変更や食形態の変更、転入・出等ああったら、厨房に直接連絡をしてください。（厨房内線→940　PHS→009）
※内線よりもPHSにかけた方が出やすいとのことでした。

※PHSは留守電設定をしています。4コール後にアナウンスが流れます。もし厨房スタッフが出なかった場合、留守録の使用をしてください。

★食形態変更について

　食事形態の変更について、病棟スタッフより厨房にだけ言うとすれ違いが生じるのではないかとの意見がありました。電カル上に記録を残し、栄養Tに報告をあげると栄養でも確認し、厨房とすり合わせが出来ます。
★濃厚流動食（経管栄養剤）について

　金曜日の午後に日月分をデスクに置いておきます。病棟と本数を確認して持って行ってください。
★8/18（日）について

　栄養士が完全に不在になります。

＜患者様連絡事項＞
・佐々木　紀美子様～南病棟へ移動予定だったが、蜂窩織炎悪化の為移動キャンセルとなる。
・橋本　喜久子様～南病棟移動候補。8/17田名部Drへ移動確認し、良ければ8/19移動予定。
・山地　壽々子様～食事形態変更検討中。本日は試供品にて対応、良ければ明日食事形態変更予定。

・上野　正志様～食事摂取量少なく、昨日準夜帯にて発熱あり。今川Dr報告し、点滴同内容にて1日分追加処方となる。
　　　　　　　　採血結果CRP16.4mg/dlで緊急値。今川Drへ採血結果、現在の状態を報告。炎症反応はあるが、原因不明の為現時点では経過観察。呼吸器症状や尿量低下するようであれば再度指示受けするようにとの事。
　　　　　　　　午後より39.1℃の発熱あり。今夕よりカロナール5日分処方となる(今夕は2錠 1×夕、明日朝から2錠 2×朝夕)。
・小平　磯江様～鷹架PSWより連絡あり。「えんぶり物語」入居可の返答が来たとの事。退院日は8/21 9:30予定。田名部Dr確認後にPSWを通して施設へ返答するとのこと。
　　　　　　　　退院時に必要なものは①みちのく記念病院への紹介状(退院後の通院先となる)、➁看護サマリー、③1週間分の退院処方との事。
＜隔離・拘束患者様状態報告＞
・澤村　彬様～終日隔離中。午前・午後1時間ずつ開放観察実施。開放中はホールにて書き物を行っている。逸脱行為や不穏さは無い。入室中は自室内徘徊しているが、ドア蹴りなく経過。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。
・立花　圭様～時間隔離中(20時～6時)。午前中は落ち着いて過ごされている。昼食後より「いつまで入れてんだ」と処遇に対する不満訴え聞かれ壁叩きしている。傾聴に手落ち着く事は出来ており、以降不穏さ無く経過。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。
・袴田　将志様～終日隔離中。10時～16時の開放観察実施。開放中ホールにて他者交流されている。過度な飲水要求や妄想発言は無い。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。
・見付　龍矢様～終日隔離中。帰宅要求あるが、過度となる事は無い。不穏さは無く、スタッフ対応穏やか。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。
・見付　幸一様～身体拘束中。バイタル異常無し。経管栄養トラブル無く施行。左半身の浮腫持続も顔面の浮腫は軽減傾向。時折拘束具を見つめ、両上肢を動かしている事あるが、経管チューブを弄る事は無い。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。
＜要注目患者情報＞
・下斗米　悟様～離脱症状無く経過。ホールにて過ごされており、スタッフ対応穏やか。
・上野　正志様～体温37.7℃で経過、クーリングにて対応。各食介助で2/3摂取。表
情穏やかで、声掛けへの疎通は良好。
・佐々木　紀美子様～右下腿の腫脹、発赤、熱感持続、疼痛訴え聞かれている。点滴施行中はホールにて過ごされているが、点滴終了後より徘徊しており安静保持出来ずにいる。
